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病院か薬局かで迷っています

　薬学部５年生のＡです。私は中
学生の頃から薬剤師になりたいと

考え、薬学部に入学しました。その頃近
所の薬局でＯＴＣ薬の相談に乗ってもら
った薬剤師がとても親切で優しかったの
がきっかけです。いよいよ就職活動の時
期になりましたが、周りは「キャリアの
始まりは病院の方がいいらしいよ」とい
う友達ばかりで、憧れの薬局薬剤師にな
りたいと思っている私は、迷い始めてい
ます。まずは病院に就職した方がスキル
アップできますか？

　「キャリアの始まりは病院がい
いか、薬局がいいか」という議論

は以前からありました。皆さんの先輩
方も迷いながら就職活動をしてきまし

た。結論から言うと、「こうした方が正解」
という「答え」はありません。就職は「自
分が将来どうなりたいか」で決めるも
のであり、モデルのようなものはないの
です。
　さて、ではなぜ皆「最初は病院がいい
らしい」と言うのでしょうか。薬の専門
家である薬剤師に求められるのは、医師
が決めた薬をそのまま提供するだけでな
く、患者のことを深く知った上で医師の
処方を精査し、意見を述べることです。
患者がどのような疾患で、今どのような
状態なのかを把握した上で、最適な薬
の選択を熟考しなければなりません。
薬局よりも病院の方が、患者の多くの情
報を入手しやすい環境にあるため、「最
初は病院がいい」と考える方が多いので
しょう。医師や看護師と共に患者のた
めにチームで働くこともスキルアップ
につながるとイメージしやすいのだと思
います。

　薬局では、患者情報の収集はできない
のでしょうか？実は既に、医療連携ネッ
トワークを作って病院、診療所、薬局、
介護事業所間で患者情報を共有してい
る地域はありますし、また、在宅医療の
現場では、訪問診療の医師や看護師、
介護者らと協働している薬局薬剤師も
少なくないのです。国の方針から見て
も、地域での医療と介護の連携ネット
ワークに、薬局薬剤師が積極的に加わっ
ていくことが期待されていることがわか
ります。
　病院と薬局は、「役割が違う施設」と
いうだけであり、患者に関わる薬の専門
家という薬剤師のポジションには何の違
いもありません。病院に就職しても研修
会にすら参加しない薬剤師もいれば、薬
局に勤務しながら、医師と共に学会に参
加し自己研鑽する薬剤師もいます。どこ
で、何をするのかは、あなたの「なりた
い姿」次第です。
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　今回から新たに、キャリアカウンセ
ラーの私が薬学生の相談事例を紹介す
るコラムが始まりました。卒後の進路
について悩む薬学生は少なくないと思
います。他の薬学生の相談事例を参考
に、自身が望む将来の姿を想像してみ
ましょう！
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ンライン形式では自分の手で実習を
行えないために身についたか分から
ない」「次年度やＯＳＣＥが不安」と
いったことが挙げられ、中には、Ｏ
ＳＣＥの練習を自宅にあるもので代用
して行ったという工夫が見受けられま
した。
　学習形式が多様になった１年、「授
業や実習で、大学に工夫してほしい／
ほしかったことはありますか？」とい
う質問には多くの声が寄せられまし

た。一番多かった意見は「課題の量
や期限、試験の日程などが重複し辛
かったので、教授間で調整をしてほ
しい」というものでした。その他には、
「質問しやすい環境がほしい」「家庭
の印刷環境やインターネット環境を
配慮してほしい」という意見があり
ました。
　自宅で孤軍奮闘している学生のため
にも大学の環境や制度が整備されるこ
とを願うばかりです。

図５　コロナ禍で新しく取り組んだことはありますか？

　これまでの調査から、コロナ禍での
学生生活は、学生交流の面においても
学習面においても困難なものであるこ
とが分かりました。
　最後に「コロナ禍で新しく取り組ん
だことはありますか？」という質問を
しました。最も多かった意見が、「筋
トレやストレッチなどの運動」（９票）
で、次いで、「オンラインイベントへ

の参加」（７票）、「資格の勉強」（６票）
でした（図５）。運動は、適度な気分
転換や自粛による運動不足解消にな
るので、積極的に取り入れたいところ
です。
　また、通学時間の減少からか、自分
の時間が多くなり、薬学の勉強以外
にも自分の興味のある分野の勉強を
している人も多く見受けられました。

英語や中国語などの語学学習、ファ
イナンシャル・プランナー（ＦＰ）
検定や簿記などお金に関する資格の取

得、アロマテラピー検定の取得など、
様々なことを新しく学んでいるよう
です。

　今回の意識調査により、昨年度の学
生生活の苦労と工夫を垣間見ること
ができました。COVID-19の流行から
１年以上が経ちますが、まだまだ不

自由な学生生活は続きそうです。こ
れから大学生活が始まる新入生にも新
年度を迎えたばかりの在学生にも、
微力ながら本記事がこの大変な状況
を乗り越えるためのお役に立てれば幸
いです。

運動や資格の勉強
コロナ禍で新たに開始
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